
























も御挨拶 を載 き,講演会に移った｡ 各演題の進行
は次の座長の各先生にお願いした｡ 1, 2の演題
は,岡山大学農学部の鳥海徹先生, 3,4の演題





目 時 :昭和60年 4月27日(土)13:00-13:30
場 所 :岡山大学薬学部
出席者 :猪 ･永井 ･倉林 ･田坂 ･鳥海 ･中江 ･三谷･























































































差の世代に対する回帰は L系 :0.609g,SM 系 :
-0.424gとをり,実現遺伝率は L系 :0.254±

































































































































































北 徳 ･山下 貴司 (川崎医大 ･
実験動物飼育センター)
山口 司 (同 ･附属病院中央検査部)
緑膿菌は,日和見感染原因菌として病院 ･動物
施設などの衛生管理上重要視されている｡ 本菌は,
SPF施設においてもしばしば汚染事故が報告さ
れており,動物施設にとって,衛生管理上の大き
を未解決課題となっている｡ 我々は,本菌対策の
基礎とする目的で,当施設内外から得られる本菌
の血清型について検討 した｡各所から採取した検
体から,常法により分離 した本菌1.180株について
血清型分類を行った結果,施設内外ともに濃厚に
汚染されており,衛生管理上大きを問題のあるこ
とが知れた｡動物糞便では,自家生産 SPFマウ
スの17%,市販 SPF動物を購入しCV飼育室で
飼育 しているラットでは30%が陽性であった｡ こ
れに対して,もともとCV動物であるウサギなど
の糞便からは検出されなかった｡ 一万,血清型分
布からみると,CV区域の汚染 (B,P,F,G,Ⅰ,
判定不能)は,主に,保健所より払い下げられる
犬の体表に附着 (A,B,G,Ⅰ)し持ち込まれて
いる可能性が示唆される｡ 他方,SPF区域とそ
の滅菌準備室流 しからは,他区域にはほとんどみ
られないF型のみ検出されたことから,SPF区
域における汚染は,隣接のCV区域とは独立に発
生したものと推察される｡ また,附属病院病棟か
らも多く本菌 (B,C,E,F,G,Ⅰ,K,判定不
舵)が検出され,当施設との関連が懸念された｡
しかし,病棟および当施設の双方からB,G両型
が高率に検出されたが,病棟で最も多かった E型
は当施設からはまったく検出されないなど,両者
の血清型分布に大きを差がみられ,両者の本菌汚
染に直接の関連はないように思われた｡しかし,
施設利用者の行動如何によっては,相互に汚染源
となる可能性は否定できず,注意が必要と考えら
れる｡ また,毎週持 ち込まれる犬の体表に本菌が
多量に附著しており,これの完全を殺減は事実上
不可能と考えられることから,定期的に本菌が持
ち込まれる状況にあり,当施設の構造および運営
体制の下では,本菌駆逐は極めて困難と結論せざ
るを得ない｡
第8回岡山実験動物研究会報告
昭和60年9日28日 (土)午後 1時30分より川崎
医科大学山下貢司先生の世話人で,同医科大学の
メディカルミュージアム, 3階小講堂にて開催さ
れた｡
今回は,世話人の趣向で,講演 4題ならびに交
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